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令和５年度事業報告書

Ⅰ 事業報告書

１ 事業の概要

   令和５年度における実施事業は下記のとおりであり、公益目的事業並びに収益事業等

のその他附随事業を実施した。

事業区分 事 業 名 等 備  考

公益目的事業

（公１）

[１] 秋田県園芸作物価格補償事業 県単事業

[２] 特定野菜等供給産地育成価格差補給事業 国庫事業

[３] 果樹経営支援対策事業（果樹未収益期間支援事業を含む） 国庫事業

公益事業等の

その他附随事業

（他１）

[１] 野菜生産出荷安定資金造成円滑化事業

[２] 指定野菜価格安定対策事業に係る受託事務

[３] 野菜指定産地状況調査事業

[４] 大規模契約栽培産地育成強化事業（旧加工・業務用野菜事業）

２ 本年度の園芸作物概況

■ 本年の気象概況については、１月から３月の期間にあっては、１月から２月は冬型の

気圧配置や低気圧等の影響で雪や曇りの日が多く、強い寒気が入り込み暴風雪となった

所もあった。３月に入り高気圧に覆われて晴れた日が多かったため気温が高く、日照時

間も多くなったが、低気圧や気圧の谷等の影響で雨や雪の降った日もあったものの、こ

の間の積雪は少なく消雪は早かった。

   ４月から５月の期間にあっては、上旬と下旬は高気圧に覆われて晴れた日が多かった

ため、日照時間も多くなったが、低気圧や気圧の谷等の影響で雨となる日もあり４月７

日、２６日、３０日と５月６～８日、２８日～２９日は大雨となった。また、４月２５

日の明け方にかけて気温が氷点下まで下がり、県の北部や中央部を中心に最も低温に弱

い花の満開の時期と降霜が重なり「なし」や「りんご」の花が枯れたり変色したりする

果樹被害が発生した。

   ６月から７月の期間にあっては、６月上旬は天気が周期的に変わったが、中旬以降は

気圧の谷や前線等の影響で、曇りや雨となる日が多く、特に４日、１６日、２７日及び

３０日は大雨となった所があった。期間中は暖かい空気が流れ込む日が多く、６月とし

て月平均気温の高い記録を更新した。

   ７月は、上旬と中旬は前線や気圧の谷等の影響で、雨や曇りとなる日が多かった。特

に１４日から１６日にかけては、前線が東北北部に停滞し、前線に向かって暖かく湿っ

た空気が流れ込み続けたため、線状降水帯が発生し非常に激しい雨となった所があり、

総降水量が多い所で４００ミリを超える記録的な大雨となり能代山本地域、秋田中央地

域を中心に土砂災害や洪水、浸水被害などが県内の広い範囲で発生した。梅雨入りは６
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月９日（平年より６日早い）、梅雨明けは７月２２日（平年より６日早い）となった。

   ８月～９月の期間にあっては、８月は高気圧に覆われて晴れや曇りとなる日が多かっ

たが、暖かく湿った空気の影響で午後は雨や雷雨となった日もあり、また、中旬も大雨

となった所もあった。期間を通して晴れて暖かい空気の影響を受ける日が多く、記録的

な高温となり、少雨、多照となった。

   ９月の上旬は高気圧に覆われて晴れや曇りとなる日が多かったが、中旬以降、天気は

周期的に変わり、低気圧や前線等の影響で大気の状態が不安定となって雷雨を伴う日も

あり１９日は秋田、大館、脇神及び仁別の観測所で非常に激しい雨が降り９月の１時間

降水量の記録を更新した。また、暖かい空気の影響を受ける日が多く記録的な高温とな

った。

   １０月～１２月の期間にあっては、１０月は周期的に変わり高気圧に覆われて晴れた

日もあったが、気圧の谷や低気圧、西高東低の気圧配置等により曇りや雨の日が多かっ

た。１１月上旬は天気が周期的に変わったが、中旬以降は低気圧や前線、冬型の気圧配

置等の影響で曇りや雨又は雪となる日が多かった。期間を通して度々大雨となった。

１２月は冬型の気圧配置や低気圧等の影響で曇りや雪又は雨となる日が多く、大雨や大

雪となった所もあった。また、冬型の気圧配置や前線の影響で暴風となった所もあった。

■ 本年の生産、販売概況については、春先の好天で雪解けが早く、例年よりも早い農作

業の着手により生育、出荷ともに前進傾向となっていたが、４月の降霜や７月の豪雨、

その後の記録的な猛暑と干ばつ等により各品目に大きな影響を及ぼし、品薄傾向の単価

高となり販売金額は前年並みを確保している。

   果菜類（きゅうり、トマト）にあっては、特に高温と干ばつにより生育不良や病気の

発生による小玉傾向となり下位等級品の割合が増加した。アスパラガスは、４月下旬か

ら５月中旬の低温で生育が停滞したほか、７月の大雨によるトロケ等の品質低下や８月

の干ばつでの数量の減少が見られた。えだまめは、大雨で県内の一部産地の圃場が冠水

し、例年の半数の出荷量となるＪＡもあった。生育不良や品質低下のほか、虫害も散見

され、秋豆は高温干ばつにより着莢のバラツキが大きい状況となったが、全国的な品薄

状態により販売は堅調な販売となった。

ねぎは、２Ｌの太物が少なく細物が多く出回っており、傷みも散見されている。なお、

県内一の産地である能代地区においては移植直後の大雨に伴う冠水と異常なまでの高温

干ばつにより、３０日程度の生育停滞が発生する等の被害があり、収穫量が例年より大

幅な落ち込みが予想され、秋冬ねぎでは出荷計画が前年度対比７５％に留まるなど、厳

しい状況が続いているものの品薄傾向から価格は堅調に推移した。１０月以降にあって

は、関東産の潤沢な入荷量と消費地における気温が高く鍋物需要も鈍い状況で一部安値

基調での販売となったが販売価格は昨年を上回る状況となった。

   菌床しいたけの春夏菌にあっては、電気料金の高騰を受けて空調機の運転を抑制しな

がらの栽培も見受けられ、ピークを迎える７月ころまでは、発生のムレや品質の懸念は

あったものの数量は横ばいから微増での出荷が続いた。その後、気温の上昇によって発

生が鈍い状態が続き、多湿による品質劣化など棚持ちの懸念から量販店等の仕入れは落

ち着いた傾向となった。８月に入り気温の高い日が続くとさらに荷動きが鈍くなり、競

合産地を含め総体的に出荷数量が減少し、下位等級品の発生比率が高くなったことで、

上位等級品の引き合いが強くなった。秋冬菌は、高温により例年と比較しやや遅いスタ
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ートとなったが、生育および品質は良好であり、暖冬で発生量がやや少なく出荷数量は

前年並みか少ない状況も単価は堅調に推移した。

【すいか】にあっては、消雪は平年よりも早く、４月も好天に恵まれたことから圃場準備が

進み、平年並みの４月中旬頃から定植が開始された。交配についても６月の好天に伴い、

着果、果形、初期肥大等いずれも良好となった。出荷直前の７月１５日から連続した降

雨があったが、各産地とも７月２０日前後と平年並みのスタートとなった。販売状況に

ついては、県内産が出荷開始となった７月中旬頃は、前段産地の出荷量が少なく、また、

記録的猛暑であったことにより引き合いが強い中での販売となり、７月下旬には各産地

出揃ったものの、平年よりも大幅な前進出荷と平準化した出荷となり、ピークらしいピ

ークも見られず、消費地の天候にも恵まれ、８月盆前まで堅調な販売となった。旧盆以

降も全体的な出回り量が少なく、残暑も厳しかったことから終始高単価での販売となり、

総じて本年産すいかの販売は、県内の出荷開始から出荷ピーク時に消費地が好天に恵ま

れたことにより、出荷量は昨年を下回る結果となったものの、昨年を上回る高単価での

販売となった。

【果樹】における「おうとう」は、開花期の受粉条件も順調に進み、小玉傾向による摘果作

業に追われたが、出荷量が少なかった前年と比較すると大幅な増加となった。「桃」は、

果実肥大は平年よりやや良好で大玉傾向で推移し、糖度が高く、食味は良好であった。

販売状況は、各産地の入荷量は少なく高単価（５０５円／㌕）での販売となった。「和梨」

は、４月下旬の強い降霜の被害により前年の４０％程度の出荷量となり、全体的に小玉

傾向や着果量不足、サビ果、変形果の発生、７月梅雨明け以降の連続した猛暑等により

日焼け果と高温障害による果肉先行の過熟果となった。

「りんご」は、今年産は隔年欠果のウラ年と一部地域で春先の強い降霜被害による小玉

傾向、猛暑による連続した高温で着色難の発生や生育抑制による果実肥大も鈍化したこ

とから早生種については、日焼け果やみつ症、着色難の発生で集荷量の大幅な減少とな

り、中生種や晩生種についても、猛暑による長期の高温化で色が上がりきれない状況の

中、大玉傾向となったものの絶対量が少ない状況から例年より高値での販売となった。

【花き類】における「輪菊、小菊」については、酷暑・干ばつの影響による開花抑制・遅延

が散見され、旧盆、彼岸を通した需要期の出荷数量に大きく影響を与え、また、下位等

級比率の高まりや、例年と比較して丈が短いなどの品質面への影響が見られた。総じて

菊類については、競合産地を含めて絶対数量は少なく、安定した販売が続いた。「りんど

う」については、彼岸を中心に酷暑による日焼け花が多発し、圃場でのロスが多く本県

産を含め各産地とも出荷数量が増えない状況が続き、販売面では絶対的な不足感が続い

たことで、昨年を更に上回る高単価での販売となった。「トルコギキョウ」については、

続く酷暑の影響から生育は前進傾向で出荷が進んでいる。また、品質面ではボリューム

感や丈が短く下位等級比率が高まる形となっている。今後の切り上がりも例年より早い

見込みである。「ダリア」については、７月の豪雨被害、以降の急激な干ばつ・酷暑の影

響から枯れや奇形花など圃場でのロスが非常に多く、出荷数量にも大きく影響を受けて

いる。反面、婚礼等、需要の動きは活発な中で引き続き高単価での販売が続いた。

   総体的には絶対量が少ない状況も価格は前年並みとなった。
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３ 価格安定事業並びに果実関係事業の実績

［１］価格安定事業の実績
（単位：㌧・千本・㌫・千円）

前年比 前年比 前年比 交付率

野菜 94 89 28 4

花き 83 82 72 3

計 － 87 32 4

野菜 83 81 0 0

野菜 87 84 15 2

花き 83 82 72 3

計 － 84 18 2

※　端数処理の関係上、合計と内訳が一致しない場合があるのでご注意ください。

［２］果実関係事業の実績
（単位：㎡・㌫・千円）

前年比 前年比 前年比 前年比

89 97

89 84

－ 91

11 59 11 36

11 11 11 11

－ 51 － 32

102 86 0 0

102 103 0 0

－ 94 － 0

71 69 － 53

事業名 区分

補給金交付予約等 補給金交付実績（Ｒ５交付実績）

交付予約数量 交付限度額
対象数量

補給金交付額

秋 田 県 園 芸 作 物
価 格 補 償 事 業

2,576 222,765 391 9,486

6,237 83,937 972 2,735

－ 306,702 － 12,221

特定野菜等 供給 産地
育成価格差 補給 事業

4,246 308,425 7 87

計

6,822 531,190 398 9,573

6,237 83,937 972 2,735

－ 615,128 － 12,308

事業名

事業実施計画 事業実施実績（Ｒ５交付実績）

対象面積 補助金額等 対象面積 補助金額等

果 樹 経 営 支 援
対 策 事 業

R４
計画
(次年

度春

改植

等 )

26,259 7,058

果 樹 未 収 益 期 間
支 援 事 業

26,259 5,437

計 － 12,495

果 樹 先 導 的 取 組
支援事業（R4補正事業）

R５
計画
(初年

度春

秋改

植等 )

2,010 10,608 2,010 6,455

果 樹 未 収 益 期 間
支援事業（R4補正事業）

2,010 442 2,010 442

計 － 11,050 － 6,897

合計 38,893 26,801 － 19,392
※　端数処理の関係上、合計と内訳が一致しない場合があるのでご注意ください。

果 樹 経 営 支 援
対 策 事 業

R５
計画
(本・

次年

度春

秋改

植等 )

36,883 7,909 0 0

果 樹 未 収 益 期 間
支 援 事 業

36,883 7,842 0 0

計 － 15,751 － 0
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４ 公益目的事業の実績

［１］秋田県園芸作物価格補償事業（県単事業）

   令和５年度事業にあっては、業務対象年間（R04～R06）の２年目に当たり下記のと

おり事業に取り組んだ。

当該事業に係る野菜の交付予約数量は、2,576㌧（前年比 94㌫）と減少し、花きの

交付予約数量は、6,237千本（前年比 83㌫）と減少の中、これに伴う野菜の補給金交

付限度額 222,765 千円及び花きの補給金交付限度額 83,937 千円で当該事業の総補給

金交付限度額は 306,702千円（前年比 87㌫）と 45,604千円の減少となった。

   野菜関係における事業対象出荷数量は、4,962 ㌧（出荷率 193 ㌫・前年比 84 ㌫）

で、当該事業の価格差補給交付金対象数量は、405㌧、交付額は、9,486千円（前年比

28㌫）で、補給金限度額に対する交付率は 4 ㌫となった。

   花き関係における事業対象出荷実績は、13,115千本（出荷率 210㌫・前年比 82㌫）

で、当該事業の価格差補給交付金対象数量は、972千本、交付額は、2,735千円（前年

比 72㌫）で、補給金限度額に対する交付率は 3㌫となった。

   よって、当該事業における補給金交付金額は 12,221千円（前年比 32㌫）で補給金

限度額に対する交付率は 4㌫となった。

   対象品目数は、27 品目中 16品目でその交付額等の明細は、下記のとおりとなった。

［１］交付予約数量及び補給金限度額等 （単位：トン・千本・％・千円）

区分
交付予約数量 補給金交付限度額

備考
前年比 前年比

野菜 2,576 94 222,765 89
花き 6,237 83 83,937 82

計 306,702 87

［２］出荷実績・対象数量及び補給金交付額等 （単位：トン・千本・％・千円）

区分
事業対象出荷数量 補給金交付

対 象 数 量

価格差補給交付金額

出荷率 前年比 交付率 前年比

野菜 4,962 193 84 405 9,486 4 28
花き 13,115 210 82 972 2,735 3 72

計 12,221 4 32

［３］対象品目及び補給金交付額 （単位：千円）

対象品目 補給金交付額 対象品目 補給金交付額 対象品目 補給金交付額

キ ャ ベ ツ 6 ミ ニ ト マ ト 424 み よ う が 115
ほうれんそう 354 ピ ー マ ン 12 メロン(ネット系) 0
ね ぎ 575 ししとうがらし 0 輪 菊 1,377
う ど 0 さやいんげん 0 小 菊 921
き ゅ う り 7,342 さやえんどう 0 トルコギキョウ 139
か ぼ ち ゃ 460 そ ら ま め 28 り ん ど う 298
米 な す 79 え だ ま め 77 ダ リ ア 0
ト マ ト 16 ば れ い し ょ 0

交付額計 12,221
（注）今年度交付予約申込の無い「だいこん・チンゲンサイ・アスパラガス・スイートコーン」は、未掲載である。

※ 端数処理の関係上、合計と内訳が一致しない場合があるのでご注意ください。
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［２］特定野菜等供給産地育成価格差補給事業（国庫事業）

   令和５年度事業にあっては、前年度補給金の対象及び交付予約申込数量の増減のあった

野菜の業務区分について業務対象年間の短縮（全面短縮）を行い、事業に取り組んだ。

   当該年度の交付予約数量は 4,246㌧（前年比 83㌫）となり、これに伴う補給金交付限

度額は、308,425千円（前年比 81㌫）となった。

   事業対象出荷数量は、6,010㌧（出荷率 142㌫・前年比 88㌫）で、当該事業の価格差

補給交付金対象数量は、7㌧、交付額は、87千円（前年比 0.3㌫）で、補給金限度額に対

する交付率は 0.03㌫となった。

   対象品目数は 6 品目中 3品目で、その交付額等の明細は、下記のとおりとなった。

［１］交付予約数量及び補給金限度額等 （単位：トン・千本・％・千円）

区分
交付予約数量 補給金交付限度額

備考
前年比 前年比

野菜 4,246 83 308,425 81

［２］出荷実績・対象数量及び補給金交付額等 （単位：トン・千本・％・千円）

区分
事業対象出荷数量 補給金交付

対 象 数 量

価格差補給交付金額

出荷率 前年比 交付率 前年比

野菜 6,010 142 88 7 87 0.03 0.3

［３］対象品目及び補給金交付額 （単位：千円）

対象品目 補給金交付額 対象品目 補給金交付額 対象品目 補給金交付額

さやいんげん 0 す い か 0 アスパラガス 0
え だ ま め 34 生 し い た け 28
や ま の い も 25

交付額計 87
（注）アスパラガスは、重要特定野菜である。

※ 端数処理の関係上、合計と内訳が一致しない場合があるのでご注意ください。

［３］果樹経営支援対策事業（果樹未収益期間支援事業を含む）（国庫事業）

   平成１９年度からスタートした事業で、令和５年度は４期対策（１期５カ年：R02～R06）
の４年目となり、事業内容は、産地自らが策定した産地構造改革計画に基づき、担い手の

育成・確保及び優良品種・品目への改植、園地の基盤整備等による果樹産地の構造改革を

進めるとともに、改植等においては２カ年の年度またがりが可能な事業である。

   令和５年春植え改植（Ｒ４年度計画承認で事業実施は、次年度改植等を実施）の実績は、

下記のとおりとなった。
（単位：園地・㎡・千円）

区分

令和４年度全体実績 同左のうち令和５年度交付実績

園地数 実施面積
補助金

交付額
園地数 実施面積

補助金

交付額
支払額等

支援対策 43 54,675 27,106 14 26,241 7,058
12,495

(R05.08.25)未 収 益 43 54,675 11,519 14 26,241 5,437
計 － 38,625 － 12,495

※ 端数処理の関係上、合計と内訳が一致しない場合があるのでご注意ください。
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令和５年度事業にあっては、Ｒ４年度国庫予算逼迫に伴いＲ５年度への補助金の繰り延

べが行われたため、令和４年度補正事業である「果樹先導的取組支援事業（以下「先導支

援事業事業」という。）」が昨年度に引き続き実施され、Ｒ５年度事業完了分は先導支援事

業（補助率 1/2 以内）で申請し、Ｒ６年度事業完了分は果樹経支援事業で申請を行う棲み

分けを行い、実施計画の取りまとめ等を下記のとおり実施した。

区   分 計画承認日
補助金

交付決定日
備  考

第 １ 次
先導支援事業（4/17 期限） R05.04.20 R05.05.05 年度内事業完了必須

果樹経事業 （4/30 期限） R05.05.29 R05.07.03 優先配分未実施

第 ２ 次 果樹経事業 （9/22 期限） R05.10.05 R05.11.17 優先配分未実施

なお、上記の取りまとめに伴う事業計画は、下記のとおりとなった。

また、令和５年度計画のうち果樹先導的取組支援事業（Ｒ４年度補正事業）の実績は、

下記のとおりとなった。

（単位：園地・㌫・㎡・千円）

初年度 次年度

前年比 前年比 完了分 完了分

改 植 0 － 0 － 0 － 0 －

新 植 2 10 2,010 11 1,049 － 1,049 －

果 樹 棚 (2) － (2,010) － 8,795 － 8,795 －

か ん 水 施 設 (1) － (1,089) － 764 － 764 －

整備事業小計 2 10 2,010 11 10,608 － 10,608 －

未 収 益 小 計 2 10 2,010 11 442 － 442 －

11,050 － 11,050 －

改 植 6 46 11,222 69 0 2,953 2,953 71
新 植 12 133 25,661 129 0 4,956 4,956 99

－ － － － － － － － －

－ － － － － － － － －

整備事業小計 18 82 36,883 102 0 7,909 7,909 86
未 収 益 小 計 18 82 36,883 102 0 7,842 7,842 103

0 15,751 15,751 94
20 47 38,893 71 10,608 7,909 18,517 68
20 47 38,893 71 442 7,842 8,284 72

11,050 15,751 26,802 69
※　端数処理の関係上、合計と内訳が一致しない場合があるのでご注意下さい。

対象事業メニュー

令和５年度実施計画承認分（計画）

対象園地 計画面積
補助金額

合計 前年比

先
導
支
援
事
業

果
樹
経
支
援
事
業

整 備 事 業 計

未 収 益 事 業 計

計

計

合計

（単位：㎡・千円）

補助金

交付額

整 備 事 業 2 2,010 12,910 6,455
未収益事業 2 2,010 442 442

13,352 6,897

区分 対象園地 対象面積 事業費 備考

R５年度

完了分

果樹先導的取組支
援事業（１次）

計（06-03-08交付）



- 10 -

５ その他の事業（本県青果物等の安定的な生産出荷及び供給に附随する事業）

［１］ 野菜生産出荷安定資金造成円滑化事業（国庫事業）

令和５年度事業にあっては、交付予約数量は 4,216㌧（前年比 97㌫）となり、これに伴

う補給金交付限度額は 319,885千円（前年比 97㌫）、秋田県補助金の資金造成額は 63,973
千円（前年比 97㌫）、負担軽減後の造成額は 31,985千円（前年比 97㌫）となった。なお、

当該年度必要造成額は 855千円となったが、特別業務資金残等（54,059千円）からの繰入

造成を行ったことにより本年度納付金の納付は無く、次年度に繰り越される秋田県分特別

業務資金の残高は 53,204千円となった。

［２］指定野菜価格安定対策事業に係る受託事務

独立行政法人農畜産業振興機構（以下「機構」という。）が実施する指定野菜価格安定対

策事業（以下「指定野菜事業」という。）について、全国農業協同組合連合会秋田県本部と

の委託契約に基づき、交付予約申込、交付準備金造成、平均販売価額の通知及び価格差補

給交付金の配分・通知等の「一般事務の受託事務」を実施した。

［３］野菜指定産地状況調査事業

   県内の野菜指定産地における生育及び出荷状況等を調査する事業であって、機構が毎年

公募するもので、令和５年度にあっては、野菜指定産地２箇所（「鹿角の夏秋きゅうり」

及び「能代の秋冬ねぎ」）において調査を実施することとなり、「６月～１１月の間、延べ

８回」当該野菜指定産地に出向いて生育及び出荷状況を調査し機構に報告した。

［４］大規模契約栽培産地育成強化推進事業（旧加工・業務用野菜生産基盤強化推進事業）

   平成２６年度からの事業で、近年、異常気象や連作障害により野菜の作柄が不安定とな

る中、加工・業務用野菜の輸入が増加する状況にあり、輸入野菜からのシェア奪還に向け

加工・業務用野菜への転換を推進する産地を対象に、加工・業務用野菜の安定供給に必要

な土壌・土層改良、被覆資材の使用等の作柄安定技術を導入する場合に３年間（事業期間

は５カ年）支援する（支援額：10a 当たり 1 年目 7 万円、2 年目 5 万円、3 年目 3 万円。

（平成２９年度より 1 年目 15 万円/10a となる運用改善が実施された。））事業であって、

全国農業協同組合連合会秋田県本部が事業の採択を受け「旧加工・業務用野菜生産基盤強

化推進事業（H26～R 元）、旧端境期等対策産地育成強化推進事業（R2～R3）、大規模契約

栽培産地育成強化推進事業（R4～）」に取り組んでいる。

※ Ｒ２年度より事業期間は３カ年に短縮された。

区分
対象

品目
取組面積

補助金交付額 （千円） 最  終

成果報告1年目 2 年目 3年目 4 年目 5年目 計

H26 キャベツ 45.3㌶ 31,710 22,650 13,590 事業継続期間 67,950 Ｒ元

H27
キャベツ 5.2㌶ 3,640 2,600 1,560 事業継続期間 7,800

Ｒ２
ねぎ 11.3㌶ 7,910 5,650 3,390 事業継続期間 16,950

H28
キャベツ 12.2㌶ 8,540 6,100 3,660 事業継続期間 18,300

Ｒ３
ねぎ 6.3㌶ 4,410 3,150 1,890 事業継続期間 9,450

H29 ねぎ 11.4㌶ 17,100 事業継続期間 17,100 Ｒ４

H30
キャベツ 9.6㌶ 14,400 事業継続期間 14,400

Ｒ５
ねぎ 5.7㌶ 8,550 事業継続期間 8,550

R 元～
R05 応募・採択品目なし

   このため、本協会が応募時には県と協議の上、計画が適当であるか、事業実施中も計画

通り事業が実施されているか等について確認を行うなど、加工・業務用野菜の計画かつ安

定的な生産出荷に関する事業として位置づける支援を実施し、当該推進事業の円滑かつ適

正な実施を図るため取り組んだ。
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６ 主要業務の内容

［１］総   会

令和５年度 第５３回通常総会

◇ 開 催 日 時   令和５年６月３０日 １４時０８分

◇ 開 催 場 所   秋田県ＪＡビル ９階 コンベンションホール

◇ 会員出席状況  議決権の総数………５０会員

            出席会員…………４７会員

             実出席…………１５会員

             委任出席……… ３会員

             書面出席………２９会員

◇ 提出議案

    第 １ 号議案  令和４年度事業報告の承認に関する件

    第 ２ 号議案  令和４年度財務諸表の承認に関する件

    第 ３ 号議案  任期満了に伴う役員の選任に関する件

【退任役員：理事 ３名・監事 １名】（退任日：令和５年６月３０日）

役員区分 氏    名 所   属   等

会長理事 斉 藤 一 志 全国農業協同組合連合会秋田県本部 運営委員会会長

副会長理事 佐 藤 謙 悦 あきた白神農業協同組合 代表理事組合長

理  事 鈴 木 重 忠 秋田おばこ農業協同組合 代表理事専務

監  事 佐 藤 茂 良 秋田しんせい農業協同組合 代表理事専務

【就任役員：理事 ９名・監事 ３名】（就任日：令和５年６月３０日）

【役員任期：２カ年】
令和５年の通常総会終結の時から

令和７年の通常総会終結の時まで

役員区分 氏    名 所   属   等

理  事

小 松 忠 彦 全国農業協同組合連合会秋田県本部 運営委員会会長

齊 藤 武 志 秋田おばこ農業協同組合 代表理事組合長

工 藤   巌 あきた白神農業協同組合 代表理事組合長

小 林   肇 大潟村農業協同組合 代表理事組合長

髙 橋   大 横手市長

渡 邉 彦兵衛 五城目町長

渋 谷 重 春 秋印秋田中央青果株式会社 代表取締役会長

山 中 嗣 貴 全国農業協同組合連合会秋田県本部 副本部長

吉 田   良 全国農業協同組合連合会秋田県本部 園芸畜産部長

監  事

菅 原 俊 二 かづの農業協同組合 代表理事組合長

小笠原 公 毅 秋田しんせい農業協同組合 代表理事専務

柿 﨑 大二朗 秋田ふるさと農業協同組合 代表理事専務
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［２］理 事 会

令和５年度 第１回理事会

◇ 開 催 日 時   令和５年６月１日 １１時００分

◇ 開 催 場 所   秋田県ＪＡビル ５階 役員会議室

◇ 理事出席状況  理事の総数……… ９名

            出席理事……… ７名

            出席監事……… ２名

◇ 提出議案

    第 １ 号議案  令和４年度事業報告の承認に関する件

    第 ２ 号議案  令和４年度財務諸表の承認に関する件

    第 ３ 号議案  任期満了に伴う役員の選任に関する件

    第 ４ 号議案  第５３回通常総会の開催日時、場所並びに提出する議案及び第

２回理事会（役員被選任者会議）の開催に関する件

    第 ５ 号議案  果樹農業生産力増強総合対策事業に係る業務方法書並びに同実

施細則の一部変更に関する件

    第 ６ 号議案  特定野菜等供給産地育成価格差補給事業に係る業務方法書実施

細則の一部変更に関する件

    第 ７ 号議案  秋田県園芸作物価格補償事業に係る業務方法書実施細則の一部

変更に関する件

令和５年度 第２回理事会

◇ 開催日時  令和５年６月３０日 １４時２３分（通常総会終了後に開催）

◇ 開催場所  秋田県ＪＡビル ９階 第３小会議室

◇ 理事出席状況  理事の総数……… ９名

            出席理事……… ８名

            出席監事……… ３名

◇ 提出議案

    第 １ 号議案  会長１名並びに副会長１名の互選に関する件

【会長理事 １名・副会長理事 １名】

役員区分 氏    名 所   属   等

会長理事 小 松 忠 彦 全国農業協同組合連合会秋田県本部 運営委員会会長

副会長理事 齊 藤 武 志 秋田おばこ農業協同組合 代表理事組合長
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令和５年度 第３回理事会

◇ 開催日時  令和５年１２月１４日 １１時００分

◇ 開催場所  秋田県ＪＡビル ５階 役員会議室

◇ 理事出席状況  理事の総数……… ９名

            出席理事……… ７名

            出席監事……… ２名

◇ 報告事項

    報告事項第１号 令和５年度事業報告並びに財務状況報告に関する件

◇ 協議事項

    協議事項第１号 地方債（１０年債）の取得に関する件

◇ 提出議案

    第 １ 号議案  価格安定事業に係る価格差補給交付金に関する件

            （令和５年度上期（９月末））

令和５年度 第４回理事会

◇ 開 催 日 時   令和６年３月１８日 １１時００分

◇ 開 催 場 所   秋田県ＪＡビル ５階 役員会議室

◇ 理事出席状況  理事の総数……… ９名

            出席理事……… ７名

            出席監事……… ３名

◇ 報告事項

    報告事項第１号 令和５年度事業報告に関する件

    報告事項第２号 地方債（１０年債）の取得に関する件

◇ 協議事項

    協議事項第１号 令和５年度決算見通しに関する件

◇ 提出議案

    第 １ 号議案  価格安定事業に係る価格差補給交付金に関する件

            （令和５年度下期（１２月末））

    第 ２ 号議案  特定野菜等供給産地育成価格差補給事業に係る業務方法書実施

細則の一部変更に関する件

    第 ３ 号議案  令和６年度事業計画書（案）の承認に関する件

    第 ４ 号議案  令和６年度収支予算書（案）の決定に関する件

    第 ５ 号議案  令和６年度資金調達及び設備投資の見込みに関する件
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［３］監査及び検査等

令和５年度 決算監査

◇ 開 催 日 時   令和５年５月１２日 １１時００分

◇ 開 催 場 所   秋田県ＪＡビル ８階 小会議室

◇ 監事出席状況  出席監事……… ３名

◇ 監査事項

   監査事項第１号  令和４年度事業報告に関する件

   監査事項第２号  令和４年度財務諸表に関する件

令和５年度 秋田県監査委員事務局 予備監査

◇ 開 催 日 時  令和５年１０月２７日 １０時００分～

◇ 開 催 場 所  秋田県ＪＡビル ９階 第３小会議室

◇ 監 査 員  秋田県監査委員事務局 監査第二課 職員 ２名

◇ 監 査 立 会  秋田県農林水産部  農業経済課 職員 ２名

【監査事項】

   監査事項第１号  組織並びに運営状況に関する件

   監査事項第２号  令和４年度の補助事業の実績等に関する件

   監査事項第３号  令和４年度の財務諸表等に関する件

令和５年度 秋田県監査委員 本監査

◇ 監 査 連 絡  令和５年１２月２２日

令和５年度監査委員の本監査について、本年１０月の予備監査の内容を踏まえ、

内部検討の結果、「監査委員による本監査は、提出された監査資料に基づく書面監

査」とする旨の連絡を受け、本監査は書面監査となった。
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［４］登   記

令和５年度 役員変更登記（任期満了）

◇ 登記完了日等  令和５年７月１１日

◇ 登記申請先等  秋田地方法務局

◇ 登記事項等  理事、代表理事及び監事の変更

【退任役員：理事 ３名・監事 １名】（退任日：令和５年６月３０日）

役員区分 氏   名 区分 所   属   等

会長理事 斉 藤 一 志 退任 全国農業協同組合連合会秋田県本部 運営委員会会長

副会長理事 佐 藤 謙 悦 退任 あきた白神農業協同組合 代表理事組合長

理  事 鈴 木 重 忠 退任 秋田おばこ農業協同組合 代表理事専務

監  事 佐 藤 茂 良 退任 秋田しんせい農業協同組合 代表理事専務

【就任役員：理事 ９名・監事 ３名】（就任日：令和５年６月３０日）

役員区分 氏   名 区分 所   属   等

会長理事 小 松 忠 彦 新任 全国農業協同組合連合会秋田県本部 運営委員会会長

副会長理事 齊 藤 武 志 新任 秋田おばこ農業協同組合 代表理事組合長

理  事 工 藤   巌 新任 あきた白神農業協同組合 代表理事組合長

理  事 小 林   肇 重任 大潟村農業協同組合 代表理事組合長

理  事 髙 橋   大 重任 横手市長

理  事 渡 邉 彦兵衛 重任 五城目町長

理  事 渋 谷 重 春 重任 秋印秋田中央青果株式会社 代表取締役会長

理  事 山 中 嗣 貴 重任 全国農業協同組合連合会秋田県本部 副本部長

理  事 吉 田   良 重任 全国農業協同組合連合会秋田県本部 園芸畜産部長

監  事 菅 原 俊 二 重任 かづの農業協同組合 代表理事組合長

監  事 小笠原 公 毅 新任 秋田しんせい農業協同組合 代表理事専務

監  事 柿 﨑 大二朗 重任 秋田ふるさと農業協同組合 代表理事専務
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［５］秋田県公益認定等委員会への申請及び届出実績

令和４年度 申請及び届出実績

（参考）事業計画等の申請

◇ 申請・届出等  事業計画書等の申請

◇ 申請・届出先  秋田県公益認定等委員会

◇ 申請等の内容  令和５年度事業計画書、収支予算書並びに資金調達及び設備投資

の見込みを記した書類の提出（第３回理事会 R05.03.22 承認）

◇ 提 出 日 等  令和５年３月３０日

◇ 処理状況等  完了

令和５年度 申請及び届出実績

（１）事業報告等の申請

◇ 申請・届出等  事業報告等の申請

◇ 申請・届出先  秋田県公益認定等委員会

◇ 申請等の内容  令和４年度事業報告書、財務諸表等の提出

（令和５年度 第５３回通常総会 R05.06.30 承認）

◇ 提 出 日 等   令和５年６月３０日

◇ 処理状況等  完了

（２）変更の届出

◇ 申請・届出等  役員変更の届出

◇ 申請・届出先  秋田県公益認定等委員会

◇ 申請等の内容  任期満了に伴う役員の選任

（令和５年度 第５３回通常総会 R05.06.30 承認）

・役員の就任日（退任日）……令和５年６月３０日

・退任役員………………………理事３名・監事１名

・就任役員………………………理事９名・監事３名

・変更登記完了日………………令和５年７月１１日

◇ 提 出 日 等  令和５年８月４日

◇ 処理状況等  完了

（３）事業計画等の申請

◇ 申請・届出等  事業計画書等の申請

◇ 申請・届出先  秋田県公益認定等委員会

◇ 申請等の内容  令和６年度事業計画書、収支予算書並びに資金調達及び設備投資

の見込みを記した書類の提出（第４回理事会 R06.03.18 承認）

◇ 提 出 日 等  令和６年３月２９日

◇ 処理状況等  完了
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［６］諸  会  議

年 月 日 会議等の名称 場所等

R05 5 9 Ｒ５年度ＪＡ花き担当者会議 キャッスルホテル

12 Ｒ４年度決算監査（監事監査） 秋田県ＪＡビル

17 Ｒ５年度果樹経営支援対策事業全国説明会 東京都 航空会館

〃 ＪＡ園芸担当部課長会議・あきた園芸戦略対策協議会幹事会 秋田県ＪＡビル

23 令和５年度野菜価格安定対策事業実務担当者説明会 Ｗｅｂ開催

6 1 第１回理事会 秋田県ＪＡビル

12 指定野菜の生産出荷状況調査（夏秋きゅうり：第１回） ＪＡかづの

22 指定野菜の生産出荷状況調査の打合せ（秋冬ねぎ：第１回） ＪＡあきた白神

30 第５３回通常総会 秋田県ＪＡビル

〃 第２回理事会（役員被選任者会議） 秋田県ＪＡビル

7 4 Ｒ５えだまめ販売戦略対策会議 秋田県ＪＡビル

14 指定野菜の生産出荷状況調査（夏秋きゅうり：第２回） ＪＡかづの

21 秋田県果樹産地推進協議会に係る第１回事業推進会議 秋田県ＪＡビル

27 東北・北海道青果物価格安定対策事業連絡協議会（～２８日） 宮城県ＪＡビル

31 Ｒ５秋田県果実生産出荷安定協議会第３６回総会・全体会議 秋田県ＪＡビル

8 16 指定野菜の生産出荷状況調査（夏秋きゅうり：第３回） ＪＡかづの

31 九州・沖縄と東北地区協会の交流会（～１日） ＡＮＡクラウンＨＴ

9 8 指定野菜の生産出荷状況調査（秋冬ねぎ：第２回） ＪＡあきた白神

15 指定野菜の生産出荷状況調査（夏秋きゅうり：第４回） ＪＡかづの

10 13 指定野菜の生産出荷状況調査（秋冬ねぎ：第３回） ＪＡあきた白神

27 財政的援助団体に係る秋田県監査委員事務局 予備監査 秋田県ＪＡビル

11 9 第３９回果実基金制度落葉果樹連絡協議会（～１０日） 岩手県盛岡市

20 指定野菜の生産出荷状況調査（秋冬ねぎ：第４回） ＪＡあきた白神

21 Ｒ５東北・北海道青果物価格安定対策事業連絡協議会 職員会議 青森県青森市

28 秋田県果樹産地推進協議会に係る第２回事業推進会議 秋田県ＪＡビル

〃 Ｒ５園地流動化研修会（主催：県園芸振興課） 秋田県ＪＡビル

12 14 第３回理事会 秋田県ＪＡビル

R06 1 12 ＪＡ園芸担当部課長会議・あきた園芸戦略対策協議会幹事会 秋田県ＪＡビル

2 1 道県果実基金協会 経理講習会・業務運営協議会（主催：中央果実協会） Ｗｅｂ開催

7 Ｒ５年度大規模契約栽培産地育成強化事業説明会（主催：農畜機構） Ｗｅｂ開催

20 ＪＡグループ秋田令和６年度に向けた園芸事業キックオフ大会 キャッスルホテル

22 秋田県果樹産地推進協議会に係る第２回事業推進会議 秋田県ＪＡビル

3 7 Ｒ５年度東北・北海道価格安定事業連絡協議会 事務局長会議 ＡＮＡクラウンＨＴ

18 第４回理事会 秋田県ＪＡビル
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［７］独立行政法人農畜産業振興機構 助成金                （単位：円）

年 月 日 事業名等 金  額

R05 5 18 特定野菜等供給産地育成価格差補給事業（やまのいも R04.1～3） 8,396
6 15 特定野菜等供給産地育成価格差補給事業（生しいたけ R04.1～4） 9,448
12 28 特定野菜等供給産地育成価格差補給事業（えだまめ 6～10） 11,315

助成金計 29,159

［８］公益財団法人中央果実協会 補助金                  （単位：円）

年 月 日 事業名等 金  額

R05 8 25 果樹経営支援対策事業（未収益を含む）補助金（Ｒ５春改植） 12,494,903

【令和４年度実施計画承認分（次年度完了）】

区 分 ＪＡ名
支援対策

補助金

未収益

補助金
計

第１次

かづの 5,196,893 3,695,180 8,892,073
秋田しんせい 1,106,850 765,380 1,872,230

計 6,303,743 4,460,560 10,764,303

第２次
かづの 754,240 976,360 1,730,600

計 754,240 976,360 1,730,600
合計 7,057,983 5,436,920 12,494,903

R06 3 8 果樹先導的取組支援事業（未収益を含む）補助金（Ｒ５秋新植等） 6,897,209

【令和５年度実施計画承認分（初年度完了）】

区 分 ＪＡ名
支援対策

補助金

未収益

補助金
計

第１次
秋田しんせい 6,455,009 442,200 6,897,209

計 6,455,009 442,200 6,897,209
合計 6,455,009 442,200 6,897,209

補助金計 19,392,112
R06 3 19 支援事業推進事務費 2,132,964

〃 道府県推進事務費 1,876,228
事務費計 4,009,192
合  計 23,401,304

［９］秋田県農林水産部 農業経済課 補助金                （単位：円）

年 月 日 事業名等 金  額

（受入補助金）

R05 9 5 秋田県園芸作物価格補償事業費補助金

（令和５年８月７日付け指令農経－７９７による受入補助金）
12,698,000

受入補助金計 12,698,000
（返納補助金）

R06 2 29 特定野菜価格安定事業費補助金

（令和６年２月１３日付け指令農経－１８７６による返納補助金）
13,319,511

返納補助金計 13,319,511
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［１０］秋田県園芸作物価格補償事業の価格差補給交付金交付実績       （単位：円）

年 月 日 交付対象品目等 金  額

R05 5 12 ねぎ（R5.1～3）（令和 4 年度事業分） 412,902
8 7 ねぎ（4～6） 15,044
9 15 そらまめ（6～7） 28,316
10 25 みょうが（8～8） 99,726
11 27 ねぎ（7～9） 146,974

〃 きゅうり（7～9） 7,312,974
〃 トマト（7～9） 15,900
〃 ミニトマト（7～9） 21,549
〃 ピーマン（7～9） 11,686
〃 小菊（8～9） 662,950

12 25 かぼちゃ（6～10） 459,185

〃 米なす（8～10） 78,839

〃 えだまめ（7～10） 76,672

〃 みょうが（9～10） 15,396

〃 トルコギキョウ（9～10） 138,719

〃 りんどう（7～10） 298,033

R06 1 25 きゅうり（10～11） 29,135

〃 ミニトマト（10～11） 402,112

2 27 キャベツ（10～12） 5,742

〃 ほれんそう（9～12） 353,699

〃 かぼちゃ（11～12） 540

〃 輪菊（10～12） 1,376,987

〃 小菊（10～12） 257,949

事 業 計 12,221,029

［１１］特定野菜等供給産地育成価格差補給事業の価格差補給交付金交付実績  （単位：円）

年 月 日 交付対象品目等 金  額

R05 5 18 やまのいも（R5.1～3）（令和 4 年度事業分） 25,189
6 15 生しいたけ（R5.1～4）（令和 4 年度事業分） 28,344
12 28 えだまめ（6～10） 33,947

事 業 計 87,480
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［１２］役  員  等                   （令和６年３月３１日現在）

役員区分等
前年度末

現  在

本年度

辞 任 退 任 重 任 就 任 年度末現在

理  事

農 業 協 同 組 合 3 0 2 1 2 3
市 長 会 1 0 0 1 0 1
町 村 会 1 0 0 1 0 1
卸 売 会 社 1 0 0 1 0 1
連 合 会 3 0 1 2 1 3

計 9 0 3 6 3 9

監  事
農 業 協 同 組 合 3 0 1 2 1 3

計 3 0 1 2 1 3
合   計 12 0 4 8 4 12

※ 令和５年度は、任期満了に伴う役員の改選を実施した。

［１３］職  員  等                   （令和６年３月３１日現在）

区分

職員

前年度末

現  在

本年度

備  考退 職 採 用 年度末現在

男 女 計 男 女 計 男 女 計 男 女 計

事務局長 1 0 1 0 0 0 0 0 0 1 0 1 R03.03.31退職

R03.04.01再雇用

事務職員 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

出向職員 0 2 2 0 0 0 0 0 0 0 2 2 H31.04.01採用

R03.04.01採用

計 1 2 3 0 0 0 0 0 0 1 2 3 出向制度

H19.12～実施

７ 事務費負担金

［１］事務費負担金の徴収実績

   平成１６年度より財政健全化対策の一環として「対象事業に加入する生産者」より、協会

で定める事務費負担金徴収要領に基づき事務費負担金の徴収を実施するもので、令和５年

度にあっては、第七期対策の２年目にあたり適正なる徴収を行うとともに、当該事務費負

担金徴収総額は、14,428千円（前年比84％）で、その明細は下記のとおりとなった。
（単位：円・㌫）

区    分
本年度予算額

①

本年度徴収額

②

差   異

③＝②－①
前年度徴収額 前年比

園芸作物事業関係 8,300,000 7,639,005 △660,995 8,773,952 87
特定野菜事業関係 6,700,000 6,789,490 89,490 8,424,910 81
合    計 15,000,000 14,428,495 △571,505 17,198,862 84

（過去の徴収実績）

区分 Ｈ16 Ｈ17 Ｈ18 Ｈ19 Ｈ20 Ｈ21 Ｈ22 Ｈ23 Ｈ24 Ｈ25 Ｈ26 Ｈ27 Ｈ28 Ｈ29 Ｈ30 Ｒ元 Ｒ02 Ｒ03 Ｒ04 Ｒ05
園芸 14,337 12,794 12,679 8,689 8,289 8,977 8,595 8,315 8,421 8,852 11,584 12,191 12,408 12,362 12,352 10,224 9,573 7,769 8,774 7,639
特定 12,508 11,750 12,460 7,459 6,222 6,579 7,410 8,405 7,867 7,527 9,803 9,459 11,348 12,235 12,593 9,647 8,873 7,995 8,425 6,789
果実 2,309 1,447 1,491
計 29,154 25,991 26,630 16,148 14,511 15,556 16,005 16,720 16,288 16,379 21,387 21,650 23,756 24,597 24,945 19,871 18,446 15,764 17,199 14,428


